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須賀川市立小塩江中学校 学校たより No．１６  松明あかし特集号    平成26年１１月２８日 

 

 

 

 

学校内の草花（１１月） 

【教育目標】 健康（心身を鍛え根気強い生徒） 友愛（親切で協力する生徒） 進取（すすんで学び合う生徒） 

ごあいさつ ‐松明あかしの御礼‐ 

11月８日（土）。多くの市民の皆様が多数見守ってくださる中、大成功のうちに本市の一大イベント「松明あ 

かし」を無事終えることができたことをとても嬉しく思っています。 

 本事業の参加につきましては、松明作りの段階から小塩江たいまつ会の皆様はもとより、地域関係各団体 

様、小塩江公民館職員様、保護者の皆様の多大なご協力をいただきました。また、今年度は衣装として法被 

（はっぴ）を購入しましたが、小塩江たいまつ会会長様ご尽力のもと、小塩江明るいまちづくりの会様、小塩江 

体育振興会様、さらには、本校ＰＴＡ様の協力をいただきました。おかげさまで、子どもたちは生き生きと目を輝 

かせて本事業に参加することができました。心より感謝申し上げます。                           

 ２学期も残すところあと２０日余りとなりました。松明あかしで子どもたちが見せてくれた熱いエネルギーが一人一人に生きて働くよう職員一

丸となってさらに指導してまいります。さらなるご理解とご協力のほどどうぞよろしくお願いします。（須賀川市立小塩江中学校長 菅野哲哉） 

 



     

        

 

  
 
          応援団長が松明に登り火を付けるということは知っていて、心の準備もしていたつもりでしたが、当日、練習で 

小学校のとき、 松明に登ったときは、怖くて仕方ありませんでした。けれども本番では、みんなの応援で気合いが入り、怖さなど少 

しも感じず、自分自身も楽しみながら松明の火を点火することができました。どの学校も一人しか登ることができな 

いないし、自分もその一人になれて一生心に残る名誉と誇りが持てるできごとでした。 

 応援も精一杯できました。特に４１人全員にエールを送ることができてとても良かったと思います。 

 松明作りからこの日を迎えるまで関わってくださった、地域の皆さんや保護者の方々、小塩江公民館の皆さんに感 

謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました。（３年 応援団長 小塩江松明点火者  會田悠一郎くん） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

                須賀川で生まれ育った私にとって、松明あかしは晩秋の須賀川になくてはならない私の心を揺さぶられる身近な 

行事、そして、須一中や須三中では当時の生徒と一緒に松明を担いで運んだ経験もあり、この仕事について多くの 

学校でこの松明あかしに関わってきた思い出のたくさんある行事です。 

 今年は、新しい法被を子どもたちが身にまとい参加できたことが大きな喜びです。また、私も含めて、職員一人 

一人が子どもにエールを贈ってもらったことにもとても感動しました。すてきな子どもたちとともに今年の松明あ 

かしに参加できて感無量です。（３年担任 池田ひろみ） 

  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

                                  

 

 

 

 

 

 

 
▲ 小塩江松明を背に 思いを込めて続く小塩江のエール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ 今年もインフルエンザ流行の予感…。市内での発症はまだないものの、すでにいわき市では４００人以上発症しています。 

学校では規則正しい生活を心がけるよう呼びかけるとともに、うがいやこまめな換気などについても積極的に実施させていき 

ます。ご家庭でのご協力につきましてもどうぞよろしくお願いします。 

○ １２月４日（木）は小塩江小６年生が一日体験入学で来校します。中学校生活に小学校の子どもが希望を持てる一日としていきたいです。なお、

本市ではすべての小・中学校で中学校区ごとの小中一貫教育の計画作りが進められています。今後、具体的に皆様にお示しするようになります。

どうぞよろしくお願いします。 

○ 小塩江中HPはついに一万人の閲覧者を越えました。「４１人の子ども一人一人の成長が具体的に見て取れるようにし、また、その成長を支える 

職員、保護者、地域の皆様のあたたかい関わりを皆様に具体的に伝えたい。そうすることで、本校のよさを皆さんに知ってほしい」という願いを 

もとに作成しています。ぜひご覧いただき、ご意見等がございましたらぜひ学校までお寄せくださいますようお願いいたします。 

生徒と教員に突撃インタビュー！写真も合わせてご覧ください。 

 

  

 盛り上がった松明あかしでしたが、松明製作に関しては、小塩江た

いまつ会会様や小塩江公民館様、茅の乾燥場をお借りした佐久間 仁

様はじめ多くの皆様にご協力、ご支援をいただきました。学校と子ど

もたちだけでは決して作ることができなかった松明です。今年は塩田

区民館が工事のため、本年度は公民館での製作作業となり例年以上に

ご苦労をかけながらの作業でした。心より感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 松明製作（11月１日）      ▲ 松明設置（11月７日） 

 

  

 多くの皆様の協力により、 

松明あかしに子どもたちは新 

しい法被を着て参加できまし 

た。生徒の熱い心意気を象徴 

する「炎」と小塩江中学校の 

生徒は少ない人数でも一人一 

人が千人分の活躍をすること 

を意味する「一騎当千」の文 

字を入れました。これは、３ 

年生 相樂秀也くんのデザインがもとになっています。            

全部で２０万円ほどかかったのですが、小塩江明るいまちづくりの

会様、小塩江体育振興会様よりそれぞれ２万円ずつ、小塩江中学校PTA

様からは、文化祭時の売店の益金34,281円をご寄付いただき、法被購

入代に充当させていただきました。子どもたちのためにとご尽力、ご

協力くださいまして本当にありがとうございます。 


